
　
　
　

は
じ
め
に

　

慶
安
三
年
（
一
六
五
〇
年
）、
挿
絵
入
り
の
『
源
氏
物
語
』（
以
下
、『
絵
入
源
氏
』）

を
山
本
春
正
が
出
版
し
た
。
そ
の
後
、『
絵
入
源
氏
』
は
、
形
を
変
え
て
、
万
治
三

年
（
一
六
六
〇
年
）
に
、
横
長
の
本
と
し
て
出
版
。
寛
文
年
間
頃
に
小
型
の
本
と
し

て
出
版
さ
れ
た
。
そ
の
形
態
か
ら
『
絵
入
源
氏
』
は
三
種
類
に
分
類
で
き
、
最
初
に

出
版
さ
れ
た
大
ぶ
り
の
本
を
慶
安
本
、
横
長
の
本
を
万
治
本
、
小
型
の
本
を
無
刊
記

小
本
（
以
下
、
小
本
）
と
そ
れ
ぞ
れ
呼
ん
で
い
る
。
万
治
本
も
小
本
も
、
慶
安
本
を

底
本
に
し
て
い
る
。
小
本
が
万
治
本
を
底
本
に
し
た
可
能
性
も
な
く
は
な
い
が
、
万

治
本
固
有
の
誤
植
な
ど
を
、
小
本
は
受
け
継
い
で
い
な
い
た
め
、
小
本
は
慶
安
本
を

底
本
と
し
、
万
治
本
は
底
本
と
し
て
い
な
い
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。『
絵
入
源
氏
』

は
、
書
承
関
係
が
明
確
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
物
語
は
忠
実
に
書
承
さ
れ
る
の

か
（
さ
れ
な
い
の
か
）
を
考
え
る
上
で
、
明
確
な
サ
ン
プ
ル
を
提
供
し
て
く
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
こ
の
三
本
の
異
同
を
考
え
れ
ば
、
江
戸
時
代
初
期
と
い
う
限
定
さ
れ
た

時
代
と
は
い
え
、『
源
氏
物
語
』
の
本
文
が
ど
の
よ
う
に
書
承
さ
れ
た
の
か
を
明
ら

か
に
で
き
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
写
本
で
は
、
同
じ
系
統
の
本
文
同
士
で
も
、
書

承
関
係
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
議
論
が
止
ま
っ
て
し
ま
い
（
ど
の
本
が
先
で
、
ど
の

本
が
後
か
と
い
う
レ
ベ
ル
で
話
が
行
き
詰
ま
る
ケ
ー
ス
が
多
い
）、
ど
の
よ
う
に
本

文
が
変
化
し
た
の
か
は
結
局
の
と
こ
ろ
明
ら
か
に
で
き
な
い
。
そ
の
点
、
江
戸
時
代

の
版
本
は
、
あ
る
本
を
手
本
に
し
て
作
っ
て
い
る
こ
と
が
明
確
な
こ
と
が
多
く
、
本

文
の
変
化
を
研
究
す
る
上
で
も
っ
と
注
目
さ
れ
て
よ
い
。

　

慶
安
本
を
底
本
に
、
万
治
本
、
小
本
そ
れ
ぞ
れ
が
作
ら
れ
て
い
っ
た
。
し
か
し
、

表
記
は
お
の
お
の
異
な
っ
て
い
る
。「
桐
壺
」
巻
の
み
に
限
定
し
て
検
討
し
て
み
る

と
、
た
と
え
ば
慶
安
本
の
ふ
り
が
な
付
き
漢
字
を
、
万
治
本
は
漢
字
に
、
小
本
は
ひ

ら
が
な
に
改
め
て
い
る
。
表
記
に
お
い
て
も
、
慶
安
本
、
万
治
本
、
小
本
は
そ
れ
ぞ

れ
異
な
っ
て
い
る
。
慶
安
本
の
表
記
を
、
万
治
本
、
小
本
が
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
に
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改
め
た
か
に
つ
い
て
は
、
別
稿
で
論
じ
た
が
、
単
純
な
数
字
に
置
き
か
え
て
説
明
し

た
い

1

  

。
慶
安
本
は
総
文
字
数
が
一
一
〇
五
七
字
、
そ
の
う
ち
、
ひ
ら
が
な
は

一
〇
〇
〇
五
字
、
漢
字
は
一
〇
五
二
字
、
漢
字
の
一
〇
五
二
字
の
う
ち
、
ふ
り
が
な

付
き
漢
字
は
三
四
二
字
で
あ
る
。
ふ
り
が
な
付
き
漢
字
を
、
漢
字
と
し
て
算
入
し
、

ひ
ら
が
な
と
漢
字
の
比
率
を
比
べ
る
と
、
ひ
ら
が
な
九
〇
％
、
漢
字
一
〇
％
に
な

る
。
万
治
本
は
総
文
字
数
一
〇
七
九
二
字
、
そ
の
う
ち
、
ひ
ら
が
な
は
九
五
〇
二

字
、
漢
字
は
一
二
九
〇
字
、
そ
の
う
ち
、
ふ
り
が
な
付
き
漢
字
は
六
二
字
。
ひ
ら
が

な
と
漢
字
の
比
率
は
、
ひ
ら
が
な
八
八
％
、
漢
字

一
二
％
で
あ
る
。
小
本
は
、
総
文
字
数
一
一
二
三
五

字
、
そ
の
う
ち
、
ひ
ら
が
な
一
〇
四
四
八
字
、
漢
字

は
七
八
七
字
、
そ
の
う
ち
、
ふ
り
が
な
付
き
漢
字
は

三
〇
字
で
あ
る
。
ひ
ら
が
な
と
漢
字
の
比
率
は
、
ひ

ら
が
な
九
三
％
、
漢
字
七
％
で
あ
る
。
こ
の
三
本
の

数
値
を
ま
と
め
た
も
の
〈
表
1
〉
を
み
る
と
、
万
治

本
は
漢
字
へ
の
志
向
が
強
く
、
小
本
は
ひ
ら
が
な
へ

の
志
向
が
強
い
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る

2

  

。

　

表
記
や
本
文
の
異
同
を
精
査
し
て
い
く
と
、
万
治

本
と
小
本
は
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
キ
ス
ト
の
理
論
に
よ
っ

て
、
慶
安
本
を
改
変
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
本

文
異
同
で
は
、
万
治
本
は
慶
安
本
を
忠
実
に
写
そ
う

と
は
し
て
い
る
も
の
の
、
丁
寧
に
は
写
し
て
は
い
な

か
っ
た
よ
う
で
、
誤
植
な
ど
の
ミ
ス
を
犯
す
こ
と
が

多
い
。
一
方
で
、
小
本
は
慶
安
本
の
本
文
を
、
一

部
、
他
の
本
に
よ
っ
て
改
め
て
い
る
。
小
本
の
制
作

者
は
、
源
氏
物
語
に
一
家
言
あ
る
人
物
で
、
自
分
な

り
の
根
拠
に
よ
っ
て
、
慶
安
本
を
改
変
す
る
意
志
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
で

は
、
表
記
や
本
文
の
異
同
と
い
う
レ
ベ
ル
で
は
な
く
、
字
母
と
い
う
レ
ベ
ル
で
は
、

慶
安
本
、
万
治
本
、
小
本
に
は
ど
の
よ
う
な
異
同
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

現
在
の
我
々
は
、
一
音
一
字
の
原
則
に
よ
り
、
一
つ
の
字
母
に
よ
っ
て
成
り
立
つ

ひ
ら
が
な
を
使
っ
て
い
る
。
例
え
ば
「
あ
」
は
「
安
」
が
字
母
で
あ
る
。「
あ
」
を
、

「
阿
」
の
字
母
の
ひ
ら
が
な
で
表
記
す
る
こ
と
は
稀
で
あ
る
。
字
母
の
異
な
っ
た
ひ

ら
が
な
は
、「
異
体
仮
名
」
や
「
変
体
仮
名
」
と
呼
ば
れ
、
特
殊
な
も
の
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。
現
在
の
よ
う
に
ひ
ら
が
な
一
字
に
一
字
母
で
統
一
し
て
使
う
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、
明
治
三
三
年
（
一
九
〇
〇
年
）
の
小
学
校
令
施
行
規
則
第
一
六
条
及

び
第
一
号
表
に
よ
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
ひ
ら
が
な
は
、
一
つ
の
字
母
の
も

の
と
定
め
ら
れ
た
。
逆
に
言
え
ば
、
こ
れ
以
前
は
、
多
様
な
字
母
を
も
と
に
し
た
、

多
様
な
ひ
ら
が
な
を
使
う
こ
と
が
当
た
り
前
だ
っ
た
わ
け
だ
。
も
ち
ろ
ん
、
江
戸
時

代
の
慶
安
本
、
万
治
本
、
小
本
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ひ
ら
が
な
表
記
を
す
る
さ
い
に
は
、

所
謂
異
体
仮
名
で
表
記
す
る
。「
け
」
を
表
す
に
し
て
も
、「
計
」
や
「
个
」「
遣
」

「
希
」「
気
」
な
ど
、
多
様
な
字
母
で
「
け
」
を
表
記
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
こ
う

し
た
字
母
レ
ベ
ル
で
の
異
同
を
、『
絵
入
源
氏
』
三
種
類
の
本
を
素
材
と
し
て
検
討

し
て
い
き
た
い

3

  

。
慶
安
本
を
手
本
に
し
た
万
治
本
、
小
本
が
、
字
母
レ
ベ
ル
で
そ

の
ま
ま
写
そ
う
と
し
た
の
か
、
あ
る
い
は
字
母
を
変
え
て
写
し
た
の
か
が
わ
か
れ

ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
本
の
書
写
意
識
、
す
な
わ
ち
慶
安
本
を
ど
の
よ
う
に
変
容
さ
せ
た

の
か
の
一
端
が
わ
か
る
は
ず
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
表
記
レ
ベ
ル
の
異
同
や
、
本
文

レ
ベ
ル
の
異
同
と
は
違
っ
た
位
相
で
の
、
字
母
と
い
う
レ
ベ
ル
で
の
異
同
を
考
察
し

て
い
き
た
い
。

〈表１〉『絵入源氏』三種類（「桐壺」巻）の使用文字数
総文字数 ひらがな 漢字 比率

慶安本 11057 10005 1052 90％ /10％
万治本 10792   9502 1290 88％ /12％
小　本 11235 10448   787 93％ /7％

 ※「比率」は、ひらがな / 漢字のそれぞれのパーセンテージを示した。



『絵入源氏』三種類の字母─「桐壺」巻から─（ 19 ）

　
　
　

一
、
写
本
と
版
本
の
使
用
字
母

　
『
絵
入
源
氏
』
三
本
の
字
母
異
同
を
考
察
す
る
前
に
、『
源
氏
物
語
』
の
字
母
の
先

行
研
究
を
お
さ
え
て
お
き
た
い
。
字
母
の
研
究
は
国
語
学
の
分
野
で
非
常
に
多
く
の

研
究
が
な
さ
れ
て
い
る

4

  

が
、『
源
氏
物
語
』
の
写
本
研
究
に
目
を
転
ず
る
と
、
字
母

に
目
を
つ
け
た
研
究
は
意
外
と
少
な
い

5

  

。『
源
氏
物
語
』
の
写
本
は
数
多
く
翻
刻
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
写
本
の
使
用
字
母
の
一
覧
や
字
母
使
用
状
況
の
分
析
な

ど
は
添
付
さ
れ
て
い
な
い
。
ど
の
字
母
が
ど
の
よ
う
に
使
用
さ
れ
て
い
る
か
を
考
え

る
こ
と
は
、
例
え
ば
取
合
本
か
否
か
や
、
書
写
者
の
癖
、
書
写
さ
れ
た
時
代
、
あ
る

い
は
書
写
態
度
を
推
測
す
る
手
が
か
り
に
な
る
よ
う
に
思
え
る
の
だ
が
、
今
後
の
研

究
の
進
展
を
俟
つ
よ
り
ほ
か
な
い
。
そ
う
し
た
研
究
状
況
の
中
で
、
前
田
富
祺
「
仮

名
文
に
お
け
る
文
字
使
用
に
つ
い
て
―
変
体
仮
名
と
漢
字
使
用
の
実
態
―
」（「
東
北

大
学
教
養
学
部
紀
要
」
第
一
四
号　

一
九
七
一
年
三
月
）、
斎
藤
達
哉
「
文
字
使
用

か
ら
見
た
専
修
大
学
本
源
氏
物
語
「
桐
壺
」（
附
翻
字
）」（「
専
修
国
文
」
第
八
九
号

　

二
〇
一
一
年
九
月
）
は
優
れ
た
業
績
で
あ
る
。
前
田
富
祺
は
、『
更
級
日
記
』『
平

仲
物
語
』『
源
氏
物
語
』『
竹
取
物
語
』『
雨
月
物
語
』
の
使
用
字
母
を
比
較
す
る
一

覧
表
を
作
成
し
て
い
る
。『
源
氏
物
語
』
は
、『
校
註
證
本
源
氏
物
語　

き
り
つ
ぼ
』

（
武
蔵
野
書
院　

一
九
四
八
年

6

  

）
の
三
条
西
家
本
を
利
用
し
、
五
〇
〇
〇
字
と
限
定

し
て
は
い
る
も
の
の
字
母
を
集
計
分
析
し
て
い
る
。
ま
た
斎
藤
達
哉
は
、
専
修
大
学

本
『
源
氏
物
語
』「
桐
壺
」
巻
を
、
字
母
レ
ベ
ル
で
翻
字
し
て
い
る
。
こ
の
前
田
と

斎
藤
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
て
、
そ
の
使
用
字
母
の
一
覧
表

7

  

を
作
成
し
て
み
た

〈
表
2
〉〈
表
3
〉。

　

前
田
、
斎
藤
と
も
に
、
写
本
を
素
材
と
し
て
い
る
。
写
本
の
特
徴
は
、
一
字
の
ひ

ら
が
な
を
、
多
く
の
字
母
に
よ
っ
て
表
記
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
三
条
西
家
本
で

は
、
一
字
の
ひ
ら
が
な
を
一
つ
の
字
母
の
み
で
表
記
し
た
も
の
は
九
例
、
二
つ
の
字

〈表２〉三条西家本使用字母一覧表
仮名 三条西家本・字母 合計 仮名 三条西家本・字母 合計
あ 安 82 阿 1 83 の 乃 98 能 99 農 8 205
い 以 119 伊 3 122 は 波 65 者 65 八 82 277
う 宇 99 99 ひ 比 74 日 6 80
え 衣 37 37 ふ 不 31 布 14 婦 15 60
お 於 108 108 へ 部 72 遍 12 84
か 可 166 加 106 閑 1 273 ほ 保 53 本 25 78
き 幾 88 起 81 支 1 170 ま 末 84 満 35 万 42 161
く 久 122 122 み 美 27 三 39 見 7 身 1 74
け 計 2 気 49 介 25 遣 1 希 2 79 む 武 20 無 8 28
こ 己 68 古 40 108 め 女 47 免 4 51
さ 左 66 佐 45 111 も 毛 163 裳 1 164
し 之 236 志 25 372 や 也 16 屋 38 54
す 寸 45 春 37 須 14 96 ゆ 由 30 30
せ 世 56 勢 12 68 よ 与 41 41
そ 曽 51 楚 2 53 ら 良 107 羅 1 108
た 太 23 多 139 堂 13 175 り 利 156 里 26 182
ち 知 15 地 36 51 る 留 101 累 8 流 19 128
つ 川 37 徒 44 津 39 120 れ 礼 38 連 45 83
て 天 158 帝 2 傅 1 161 ろ 呂 2 路 18 20
と 止 196 登 37 233 わ 和 2 王 31 33
な 奈 185 那 28 213 ゐ 為 2 井 3 5
に 仁 48 爾 96 耳 4 丹 42 190 ゑ 恵 4 4
ぬ 奴 25 25 を 遠 78 越 26 104
ね 祢 11 年 3 14 ん 无 40 40
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〈表４〉『絵入源氏』三種類の字母表
仮名 慶安本・字母 合計 万治本・字母 合計 小本・字母 合計
あ 安 85 阿 68 153 安 125 阿 4 129 安 153 阿 7 160
い 以 227 227 以 212 212 以 245 245
う 宇 222 222 宇 220 220 宇 283 283
え 衣 85 85 衣 84 84 衣 85 85
お 於 239 239 於 220 220 於 237 237
か 可 415 加 7 422 可 407 加 5 412 可 410 加 24 434
が 可 69 69 可 67 67 可 64 64
き 幾 272 起 7 279 幾 214 起 44 支 2 260 幾 236 起 95 331
ぎ 幾 45 45 幾 22 起 7 29 幾 36 起 12 48
く 久 195 195 久 192 192 久 210 210
ぐ 久 34 34 久 36 36 久 40 40
け 計 70 个 55 遣 1 気 1 127 計 81 个 47 128 計 68 遣 33 个 27 気 1 129
げ 計 42 遣 3 希 2 47 計 42 遣 1 43 計 27 遣 24 个 2 気 2 55
こ 己 212 212 己 188 古 1 182 己 242 古 8 250
ご 己 30 30 己 24 24 己 38 古 1 39
さ 左 211 佐 2 213 左 204 佐 6 210 左 201 佐 19 223
ざ 左 31 31 左 30 30 左 32 32
し 之 434 志 66 500 之 439 志 60 499 之 446 志 77 523
じ 之 44 44 之 41 志 3 44 之 50 志 4 54
す 寸 91 春 16 須 1 108 寸 96 春 12 須 2 110 寸 56 春 49 須 6 111
ず 寸 62 須 8 春 5 75 寸 69 須 3 72 寸 47 須 19 春 10 76

〈表３〉専修大学本源氏物語「桐壺」巻使用字母一覧表
仮名 専修大学本・字母 合計 仮名 専修大学本・字母 合計
あ 安 152 阿 4 156 の 乃 337 能 83 420
い 以 246 246 は 八 245 者 141 波 24 半 8 418
う 宇 219 219 ひ 比 146 日 26 飛 8 180
え 衣 91 91 ふ 不 69 布 35 婦 14 118
お 於 250 250 へ 部 171 171
か 可 382 加 93 閑 6 481 ほ 保 102 本 81 183
き 幾 340 起 1 木 1 342 ま 末 222 満 83 万 33 338
く 久 230 具 2 232 み 三 89 美 56 見 25 170
け 計 113 介 27 気 20 遣 8 168 む 武 92 無 4 96
こ 己 239 古 5 244 め 女 75 免 20 95
さ 左 226 佐 20 246 も 毛 290 母 2 292
し 之 540 志 13 新 1 554 や 也 100 100
す 春 72 寸 70 須 41 数 2 185 ゆ 由 55 55
せ 世 129 勢 1 130 よ 与 79 79
そ 曽 95 楚 6 101 ら 良 209 羅 1 210
た 多 344 堂 38 太 11 393 り 里 181 利 176 357
ち 知 105 105 る 留 234 累 14 248
つ つ 148 川 84 徒 29 津 1 262 れ 礼 121 連 31 152
て 天 320 帝 9 亭 1 330 ろ 呂 48 路 12 60
と 止 462 登 12 474 わ 和 56 王 4 60
な 奈 390 那 22 412 ゐ 井 7 為 5 12
に 爾 300 仁 29 丹 28 耳 18 二 1 376 ゑ 恵 15 15
ぬ 奴 44 44 を 越 108 遠 84 192
ね 祢 33 年 1 34 ん 无 49 49
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せ 世 126 勢 2 128 世 127 勢 1 128 世 119 勢 13 132
ぜ 世 4 勢 1 5 世 4 4 世 4 4
そ 曽 82 82 曽 83 83 曽 83 83
ぞ 曽 21 21 曽 19 19 曽 21 21
た 多 277 太 25 当 4 316 多 252 太 10 当 5 267 多 252 堂 29 太 6 287
だ 多 38 太 6 44 多 39 39 多 34 堂 6 太 2 42
ち 知 89 地 3 92 知 84 地 4 88 知 102 102
ぢ 知 14 14 知 9 地 1 10 知 13 13
つ 川 180 津 11 徒 1 192 川 163 徒 6 169 川 147 津 18 徒 6 171
づ 川 62 津 3 65 川 57 徒 1 58 川 62 津 2 徒 1 65
て 天 260 亭 15 275 天 255 255 天 252 252
で 天 50 亭 2 52 天 47 47 天 59 59
と 止 378 登 5 383 止 378 登 2 380 止 400 登 10 410
ど 止 119 119 止 111 登 1 112 止 120 登 1 121
な 奈 385 那 17 402 奈 394 那 3 397 奈 398 那 27 425
に 爾 361 仁 14 耳 5 380 爾 250 仁 117 丹 10 耳 3 380 爾 260 仁 122 382
ぬ 奴 45 45 奴 45 45 奴 45 45
ね 年 18 祢 16 34 祢 22 年 11 33 祢 24 年 17 41
の 乃 297 能 113 410 乃 349 能 46 395 乃 342 能 78 420
は 八 169 者 111 波 44 盤 5 329 八 234 者 54 盤 22 波 8 318 八 210 者 110 波 15 盤 7 342
ば 八 55 者 25 波 11 91 八 40 者 41 盤 6 波 4 91 八 56 者 31 波 5 92
ひ 比 152 日 1 153 比 152 152 比 155 飛 2 日 1 158
び 比 29 29 比 28 飛 1 29 比 32 32
ふ 不 118 婦 3 布 1 122 不 124 124 不 115 婦 13 128
ぶ 不 4 4 不 4 4 不 7 婦 4 11
へ 部 136 遍 2 138 部 139 139 部 142 遍 2 144
べ 部 45 遍 3 48 部 46 46 部 44 遍 3 47
ほ 保 74 本 14 88 保 57 本 27 84 保 69 本 28 97
ぼ 保 72 本 19 91 保 69 本 13 82 保 60 本 27 87
ま 末 265 満 29 294 末 155 満 53 万 24 232 末 200 満 49 万 14 263
み 三 124 美 50 見 1 175 三 107 美 19 見 15 141 三 115 美 82 見 3 200
む 武 39 無 4 43 武 41 無 3 44 武 47 47
め 女 92 免 3 95 女 92 免 2 94 女 82 免 14 96
も 毛 283 283 毛 257 257 毛 280 280
や 也 101 101 也 95 95 也 128 128
ゆ 由 42 遊 5 47 由 43 遊 1 44 由 50 遊 3 53
よ 与 79 79 与 80 80 与 81 81
ら 良 206 206 良 209 209 良 212 212
り 利 341 里 13 354 利 323 里 12 335 利 309 里 46 355
る 留 236 累 12 248 留 242 流 6 248 留 224 流 23 累 1 248
れ 礼 149 149 礼 121 連 19 140 礼 116 連 38 154
ろ 呂 63 63 呂 47 路 1 48 呂 51 路 20 71
わ 和 50 王 6 56 和 48 王 6 54 王 34 和 27 61
ゐ 為 12 井 4 16 為 14 井 1 15 為 16 井 3 19
ゑ 恵 9 9 恵 8 8 恵 10 10
を 遠 179 越 7 186 遠 182 越 1 183 遠 146 越 45 191
ん 无 92 92 无 94 94 无 137 137
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母
の
も
の
は
二
五
例
、
三
つ
の
字
母
は
一
一
例
、
四
つ
の
字
母
は
二
例
、
五
つ
の
字

母
は
一
例
で
あ
る
。
使
用
字
母
数
の
総
計
は
一
〇
五
に
な
る
。
専
修
大
学
本
は
、
一

字
の
ひ
ら
が
な
を
一
つ
の
字
母
で
表
記
す
る
も
の
は
一
二
例
、
二
つ
の
字
母
は
二
二

例
、
三
つ
の
字
母
は
九
例
、
四
つ
の
字
母
は
四
例
、
五
つ
は
一
例
。
使
用
字
母
数
の

総
計
は
一
〇
四
に
な
る
。
こ
う
し
て
み
る
と
一
字
を
一
字
母
の
み
で
表
記
す
る
例

は
、
三
条
西
家
本
で
は
九
例
、
専
修
大
学
本
で
は
一
二
例
に
な
る
。
パ
ー
セ
ン
テ
ー

ジ
に
換
算
す
る
と
、
三
条
西
家
本
は
一
九
％
、
専
修
大
学
本
は
二
五
％
に
な
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
写
本
の
書
写
者
は
、
現
在
の
我
々
の
よ
う
に
一
字
一
字
母
で
統
一
す

る
意
識
は
低
く
、
一
字
多
字
母
を
原
則
と
し

て
ひ
ら
が
な
を
表
記
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　
『
絵
入
源
氏
』
の
慶
安
本
、
万
治
本
、
小

本
の
使
用
字
母
を
、〈
表
4
〉
の
一
覧
表
に

し
た
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。『
絵
入
源
氏
』
で
は
、
一
字
一
字
母

の
表
記
は
、
慶
安
本
、
万
治
本
、
小
本
と
も

に
一
六
例
に
な
る
。
一
字
に
二
字
母
は
、
慶

安
本
二
四
例
、
万
治
本
二
五
例
、
小
本
二
三

例
。
一
字
に
三
字
母
は
、
慶
安
本
六
例
、
万

治
本
五
例
、
小
本
七
例
。
一
字
に
四
字
母

は
、
慶
安
本
一
例
、
万
治
本
二
例
、
小
本
二

例
。
一
字
に
五
字
母
は
、
慶
安
本
に
一
例
、

万
治
本
、
小
本
と
も
に
な
し
。
使
用
字
母
数

の
総
計
は
、
慶
安
本
と
小
本
が
と
も
に
九
一

例
、
万
治
本
が
八
九
例
で
あ
る
。
写
本
と
比

較
す
る
と
、
一
字
一
字
母
の
表
記
は
、『
絵

入
源
氏
』
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
一
字
一

字
母
を
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
に
換
算
す
る
と
、
慶
安
本
、
万
治
本
、
小
本
、
と
も
に

三
三
％
に
な
る
。
こ
れ
ら
『
絵
入
源
氏
』
三
種
類
の
本
文
と
、
写
本
の
使
用
字
母
の

数
値
を
、〈
表
5
〉
に
ま
と
め
て
み
た
。
写
本
よ
り
、
整
版
本
の
『
絵
入
源
氏
』
の

方
が
、
一
字
一
字
母
で
表
記
す
る
意
識
が
高
い
こ
と
が
わ
か
る
。
版
本
は
使
用
字
母

を
抑
制
し
、
読
み
や
す
さ
を
優
先
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
写
本
で
『
源
氏
物

語
』
を
楽
し
ん
で
い
た
階
層
の
人
物
が
、
版
本
の
『
絵
入
源
氏
』
を
手
に
と
っ
た
と

し
た
ら
、
い
さ
さ
か
の
違
和
感
と
と
も
に
、
抜
群
に
読
み
や
す
い
と
感
じ
た
は
ず

だ
。

　
　
　

二
、『
絵
入
源
氏
』
三
種
類
の
使
用
字
母

　

ひ
ら
が
な
一
字
に
二
つ
の
字
母
を
用
い
る
例
、
す
な
わ
ち
一
字
二
字
母
は
、
写
本

と
版
本
と
も
に
似
通
っ
た
数
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
内
実
は
、
整
版
本
の
『
絵
入

源
氏
』
で
は
よ
り
一
字
一
字
母
の
意
識
が
高
い
傾
向
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。『
絵

入
源
氏
』
を
見
て
い
る
と
、
基
本
的
は
一
字
一
字
母
で
、
そ
の
補
助
の
ご
と
く
別
の

字
母
を
ご
く
少
数
、
用
い
て
い
る
例
が
多
い
。
具
体
的
に
は
、「
ゆ
」
の
字
母
は
、

三
本
と
も
に
「
由
」
を
主
に
用
い
て
お
り
、
そ
の
補
助
と
し
て
「
遊
」
が
少
数
用
い

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
慶
安
本
も
万
治
本
も
小
本
も
、「
ゆ
」
の
字
母
は
、

「
由
」
を
主
と
し
て
用
い
、「
遊
」
を
ご
く
少
数
、
補
助
的
に
用
い
る
意
識
が
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
主
た
る
字
母
（
主
字
母
）
に
、
そ
れ
に
副
え
る
少
数
の
字
母

（
副
字
母
）
と
で
も
い
う
べ
き
関
係
で
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
そ
う
し
た
主
字
母
に
副
字
母
と
い
う
関
係
は
、『
絵
入
源
氏
』
の
み

に
見
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
写
本
の
専
修
大
学
本
に
も
確
認
で
き
る
。
例
え
ば
、

専
修
大
学
本
は
「
あ
」
で
は
、「
安
」
が
一
五
二
例
、「
阿
」
を
四
例
で
、「
安
」
を

主
字
母
に
し
て
、
ご
く
少
数
、「
阿
」
を
副
字
母
と
し
て
用
い
て
い
る
。
同
じ
よ
う

〈表５〉�『絵入源氏』三種類の使用字母数、及び三条西家本・専修
大学本の使用字母数

字母数   １   ２   ３ ４ ５ 総数
慶安本 16 24   6 1 1   91
万治本 16 25   5 2 0   89
小　本 16 23   7 2 0   91
三条西   9 25 11 2 1 105
専修大 12 22   9 4 1 104
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な
例
は
、「
こ
」「
せ
」「
そ
」「
ね
」「
む
」「
も
」「
ら
」「
わ
」「
ゐ
」
な
ど
が
確
認

で
き
る
。
こ
れ
ら
の
ひ
ら
が
な
は
、
基
本
的
に
は
一
字
一
字
母
の
よ
う
な
意
識
が
あ

り
な
が
ら
、
し
か
し
何
ら
か
の
事
情
に
よ
っ
て
、
別
の
字
母
を
少
し
だ
け
用
い
、
結

果
的
に
一
字
二
字
母
と
し
て
分
類
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
も
ち
ろ

ん
、
こ
れ
は
単
純
な
書
写
者
の
書
き
癖
、
あ
る
い
は
た
ま
た
ま
そ
の
時
に
そ
う
書
き

た
か
っ
た
と
い
う
気
分
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
理
論
化
は
不
可
能
な
も
の
か

も
し
れ
な
い
。
た
だ
、
理
論
化
が
不
可
能
だ
か
ら
考
察
が
不
毛
と
い
う
わ
け
で
は
な

く
、『
絵
入
源
氏
』
の
三
本
を
比
較
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
キ
ス
ト
の
字
母
の
用

い
方
の
差
異
か
ら
、
テ
キ
ス
ト
の
性
格
が
浮
か
び
あ
が
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。

　

た
と
え
ば
「
あ
」
だ
が
、
慶
安
本
は
「
安
」
が
八
五
例
、「
阿
」
が
六
八
例
。
ど

ち
ら
の
字
母
も
、
用
い
ら
れ
て
い
る
数
が
多
い
た
め
に
、
主
／
副
字
母
と
い
う
意
識

は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
万
治
本
、
小
本
と
も
に
「
安
」
が
圧
倒
的

に
多
く
、「
阿
」
は
少
な
く
、「
安
」
を
主
字
母
に
、「
阿
」
を
副
字
母
に
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。「
あ
」
に
関
し
て
は
、
慶
安
本
と
万
治
本
、
小
本
は
字
母
へ
の
意

識
が
違
う
の
だ
。

　

一
方
、「
を
」
に
目
を
転
じ
る
と
、
慶
安
本
、
万
治
本
は
と
も
に
「
遠
」
が
多
く
、

「
越
」
は
少
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、「
遠
」
を
主
字
母
、「
越
」
を
副
字
母
と
す
る

意
識
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
小
本
は
「
遠
」
が
一
四
六
例
、「
越
」
が
四
五
例
。

い
さ
さ
か
「
越
」
が
多
い
。
小
本
の
「
越
」
は
、
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
に
す
る
と

二
四
％
、
お
よ
そ
全
体
の
四
分
の
一
。「
を
」
を
書
く
四
回
の
う
ち
一
回
は
「
越
」

を
用
い
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
副
字
母
（
補
助
的
な
少
数
の
字
母
）
と
い
う
に
は
い

さ
さ
か
数
が
多
い
。
小
本
は
慶
安
本
を
手
本
と
し
て
い
た
は
ず
だ
か
ら
、
慶
安
本
と

同
じ
字
母
を
使
っ
て
も
よ
か
っ
た
は
ず
だ
。
し
か
し
、
小
本
の
制
作
者
は
「
遠
」
を

多
用
す
る
の
で
は
な
く
、「
越
」
に
改
め
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

主
／
副
字
母
に
分
類
で
き
る
も
の
は

9

  

、
慶
安
本
で
は
、「
か
（
が
）」「
き
（
ぎ
）」

「
さ
（
ざ
）」「
せ
（
ぜ
）」「
ち
（
ぢ
）」「
と
（
ど
）」「
ひ
（
び
）」「
ふ
（
ぶ
）」「
へ

（
べ
）」「
む
」「
め
」「
ゆ
」「
わ
」「
ゐ
」「
を
」。
万
治
本
で
は
、「
あ
」「
か
（
が
）」

「
こ
（
ご
）」「
さ
（
ざ
）」「
せ
（
ぜ
）」「
ち
（
ぢ
）」「
つ
（
づ
）」「
と
（
ど
）」「
な
」

「
ひ
（
び
）」「
む
」「
め
」「
ゆ
」「
る
」「
ろ
」「
わ
」「
ゐ
」「
を
」。
小
本
で
は
、「
あ
」

「
こ
（
ご
）」「
へ
（
べ
）」「
ゆ
」「
ゐ
」。
以
上
が
、
か
な
り
明
確
に
主
／
副
字
母
の

関
係
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
を
並
べ
て
み
る
と
、
慶
安
本
と
共
通
す
る

数
が
多
い
の
は
、
万
治
本
で
あ
る
。
慶
安
本
と
万
治
本
は
一
二
が
共
通
し
て
い
る
。

一
方
、
慶
安
本
と
小
本
が
共
通
す
る
の
は
、
三
つ
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
万
治

本
は
慶
安
本
と
同
じ
よ
う
な
字
母
の
用
い
方
を
し
て
い
る
が
、
小
本
は
慶
安
本
と
は

違
う
用
い
方
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

　

多
く
用
い
ら
れ
る
主
字
母
と
、
補
助
的
な
少
数
の
副
字
母
と
い
う
視
点
か
ら
で
は

な
く
、
使
用
字
母
の
み
を
見
て
い
て
も
、
慶
安
本
、
万
治
本
、
小
本
は
用
い
る
字
母

の
趣
が
異
な
っ
て
い
る
。
慶
安
本
、
万
治
本
、
小
本
の
使
用
字
母
を
眺
め
て
み
る

と
、
使
用
字
母
の
傾
向
が
違
っ
て
い
る
も
の
が
い
く
つ
か
あ
る
。
具
体
的
に
見
て
い

き
た
い
。
ま
ず
は
慶
安
本
の
特
異
な
傾
向
で
あ
る
。
慶
安
本
は
「
る
」
の
字
母
は

も
っ
ぱ
ら
「
留
」
で
、
二
番
目
に
用
い
ら
れ
る
字
母
は
「
累
」
で
あ
る
が
、
小
本
、

万
治
本
は
二
番
目
に
用
い
る
字
母
は
「
流
」
で
、
万
治
本
は
「
累
」
を
字
母
に
用
い

る
こ
と
は
な
く
、
小
本
は
一
例
「
累
」
を
用
い
て
い
る
。
慶
安
本
の
「
ひ
（
び
）」

の
字
母
も
、「
日
」
を
補
助
と
し
て
用
い
て
い
る
が
、
万
治
本
で
は
補
助
で
用
い
る

も
の
は
「
飛
」
の
み
。
小
本
は
「
飛
」
と
「
日
」
を
用
い
て
い
る
。
万
治
本
の
特
異

な
傾
向
に
目
を
転
じ
る
と
、
万
治
本
で
は
、「
き
」
の
字
母
に
「
支
」
を
用
い
て
い

る
が
、
そ
の
字
母
は
慶
安
本
や
小
本
に
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。「
つ
（
づ
）」
の
字

母
は
「
川
」
が
三
本
と
も
圧
倒
的
に
多
い
が
、
慶
安
本
、
小
本
で
は
、
二
番
目
に
多

い
字
母
は
「
津
」、
三
番
目
に
多
い
字
母
は
「
徒
」
で
あ
る
。
万
治
本
は
「
徒
」
が
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二
番
目
に
多
い
字
母
で
、
慶
安
本
、
小
本
と
は
傾
向
が
異
な
っ
て
い
る
。
小
本
は
字

母
の
用
い
方
が
異
な
る
例
が
三
例
あ
り
、
目
を
引
く
。
一
つ
は
「
け
（
げ
）」
で
あ

る
。「
け
（
げ
）」
の
使
用
字
母
を
、
多
い
順
か
ら
並
べ
る
と
、
慶
安
本
と
万
治
本
は

「
計
」「
个
」「
遣
」
…
と
な
る
。
と
こ
ろ
が
小
本
は
「
計
」「
遣
」「
个
」
…
で
、「
遣
」

の
方
が
、「
个
」
よ
り
も
多
く
用
い
て
い
る
。
い
ま
一
つ
は
「
た
（
だ
）」
で
あ
る
。

慶
安
本
、
万
治
本
、
小
本
と
も
に
「
多
」
が
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
は
変
わ
ら
な
い
。

た
だ
し
、
二
番
目
に
多
く
用
い
ら
れ
る
字
母
が
、
慶
安
本
、
万
治
本
は
「
太
」、
三

番
目
の
字
母
は
「
当
」。
小
本
は
二
番
目
の
字
母
は
「
堂
」、
三
番
目
が
「
太
」
で
あ

る
。
慶
安
本
、
万
治
本
は
「
堂
」
の
字
母
は
用
い
な
い
が
、
小
本
は
用
い
て
お
り
、

小
本
は
慶
安
本
、
万
治
本
と
は
違
う
字
母
を
用
い
て
い
る
。
い
ま
一
つ
「
わ
」
は
、

慶
安
本
、
万
治
本
と
も
に
、「
和
」
を
主
字
母
に
し
、「
王
」
を
副
字
母
に
し
て
い

る
。
と
こ
ろ
が
、
小
本
は
「
王
」
を
三
四
例
、「
和
」
は
二
七
例
用
い
て
お
り
、
慶

安
本
、
万
治
本
と
は
字
母
の
用
い
方
が
異
な
っ
て
い
る
。

　

慶
安
本
、
万
治
本
、
小
本
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独
自
に
字
母
を
用
い
る
こ
と
が
あ
る
。

し
か
し
、
お
お
む
ね
万
治
本
も
小
本
も
、
慶
安
本
の
字
母
の
使
用
状
況
と
ほ
ぼ
同
じ

傾
向
で
、
万
治
本
も
小
本
も
慶
安
本
の
影
響
に
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
た
だ

し
、
万
治
本
、
小
本
、
と
も
に
微
妙
に
慶
安
本
と
の
距
離
の
取
り
方
が
異
な
っ
て
い

る
。
特
異
な
例
は
あ
る
に
せ
よ
、
万
治
本
は
慶
安
本
の
字
母
の
使
い
方
と
同
調
す
る

傾
向
が
高
い
の
に
対
し
て
、
小
本
は
慶
安
本
の
字
母
の
使
い
方
と
は
異
な
っ
て
い
る

傾
向
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
万
治
本
は
慶
安
本
を
そ
の
ま
ま
写
そ
う
と
す
る
意
識
が

高
い
の
に
対
し
、
小
本
は
慶
安
本
に
違
和
感
を
感
じ
、
改
め
る
意
識
が
あ
っ
た
の
で

あ
る
。

　
　
　

三
、『
絵
入
源
氏
』
三
種
類
の
使
用
字
母
の
比
較

　

特
定
の
ひ
ら
が
な
に
絞
り
、
同
じ
文
の
中
で
、
慶
安
本
、
万
治
本
、
小
本
で
は
ど

う
字
母
が
表
記
さ
れ
て
い
る
の
か
を
比
較
し
て
み
た
い
。
例
え
ば
「
に
」
を
対
象
に

す
る
と
、「
世
の
た
め
し
に0

も
」（
傍
点
引
用
者
、
以
下
同
じ
）
と
い
う
同
文
で
、
慶

安
本
は
「
仁
（
に
）」、
万
治
本
は
「
丹
」、
小
本
は
「
爾
」
と
な
っ
て
い
る
〈
図
版

1
〉。
こ
う
し
た
同
文
で
、
慶
安
本
、
万
治
本
、
小
本
と
い
う
三
本
が
ひ
ら
が
な
を

用
い
て
い
る
場
合
、
ど
の
よ
う
な
異
同
が
あ
る
の
か
を
比
較
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

こ
の
調
査
の
目
的
は
三
本
の
比
較
で
あ
る
か
ら
、
三
本
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
の
本
が

漢
字
を
用
い
て
お
り
、
字
母
が
採
取
で
き
な
い
場
合
は
、
考
察
の
対
象
外
と
し
た
。

例
え
ば
、
慶
安
本
「
何
事゙
の
ぎ
し
き
」（
一
丁
ウ
）
の
「
何0

事
」
は
、
万
治
本
、
小

本
と
も
に
「
な
に

0

0

事゙
の
ぎ
し
き
」（
万
治
本
一
丁
ウ
・
小
本
一
丁
ウ
～
二
丁
オ
）
と

ひ
ら
が
な
に
な
っ
て
お
り
、
字
母
が
採
取
で
き
る
が
、
慶
安
本
は
漢
字
で
あ
る
た
め

字
母
の
採
集
は
不
可

能
で
あ
る
。
こ
う
い

う
場
合
は
、
カ
ウ
ン

ト
の
対
象
外
と
し

た
。

　

ま
ず
は
、「
わ
」

を
対
象
に
し
た
調
査

の
結
果
を
見
て
い
き

た
い
。
先
に
検
討
し

た
よ
う
に
「
わ
」

は
、
慶
安
本
、
万
治

本
と
も
に
「
和
」
を

〈
図
版
１
〉
三
本
の
ひ
ら
が
な
の
字
母
比
較

【
慶
安
本
】
一
丁
オ
一
一
行
目

【
万
治
本
】
一
丁
オ
一
四
行
目
～
一
五
行
目

【
小
本
】
一
丁
オ
一
一
行
目
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主
字
母
、「
王
」
を
副
字
母
に
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
小
本
は
「
王
」
と
「
和
」

と
も
に
あ
る
程
度
の
数
を
用
い
て
お
り
、
小
本
の
字
母
の
用
い
方
が
特
有
で
あ
る
。

三
本
そ
れ
ぞ
れ
の
字
母
の
異
同
を
一
覧
表
に
し
た
も
の
が
、〈
表
6
〉
で
あ
る
。
同

じ
文
中
で
、
三
本
が
用
い
て
い
る
字
母
の
パ
タ
ー
ン
と
、
そ
の
パ
タ
ー
ン
の
実
数
、

そ
の
実
数
を
、
全
体
か
ら
百
分
率
で
割
り
出
し
た
数

11

  

を
％
と
し
て
一
覧
表
に
ま
と

め
て
い
る
。

　

三
本
と
も
に
「
和
」
の
字
母
を
用
い
て
い
る
例
が
二
四
例
あ
り
、
全
体
の
四
五
％

に
な
る
。
慶
安
本
、
万
治
本
が
「
和
」
で
、
小
本
が
「
王
」
と
す
る
例
は
一
九
例
、

三
六
％
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
小
本
は
「
王
」
を
多
く
用
い
る
が
、
小
本
が
「
和
」

を
用
い
る
場
合
は
、
慶
安
本
が
「
和
」
を
用
い
て
い
る
場
合
が
、
二
六
例
あ
る
こ
と

に
な
る
。
小
本
は
、「
わ
」
の
ひ
ら
が
な
に
、
基
本
的
に
「
王
」
を
用
い
る
が
、「
和
」

を
用
い
る
場
合
は
、
慶
安
本
の
「
和
」
に
引
き
ず
ら
れ
て
用
い
る
こ
と
が
多
い
。
そ

の
一
方
で
、
慶
安
本
が
「
和
」
で
あ
っ
て
も
、
小
本
で
は
わ
ざ
わ
ざ
「
王
」
に
変
え

る
こ
と
が
二
三
例
あ
り
、
小
本
は
慶
安
本
の
「
和
」
を
主
に
用
い
る
字
母
に
違
和
感

を
感
じ
て
改
め
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
小
本
は
「
王
」
を
志
向
す
る
テ
キ
ス
ト
で
あ

り
、
慶
安
本
、
万
治
本
の
「
和
」
を
志
向
す
る
姿
勢
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

　

次
に
「
る
」
の
字
母
の
比
較
結
果
〈
表
7
〉
を
見
て
い
き
た
い
。

「
る
」
に
関
し
て
は
、
三
本
と
も
に
「
留
」
に
す
る
例
が
圧
倒
的
に
多
い
。
そ
の
例

か
ら
外
れ
る
も
の
の
中
で
、
慶
安
本
と
万
治
本
が
一
致
し
、
小
本
が
異
な
っ
て
い
る

例
は
、
一
七
例
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
慶
安
本
と
小
本
が
一
致
し
、
万
治
本
が
異

な
っ
て
い
る
例
は
五
例
の
み
で
あ
る
。
万
治
本
と
小
本
を
比
較
す
る
と
、
万
治
本
は

慶
安
本
と
同
じ
字
母
を
用
い
る
傾
向
が
高
く
、
小
本
は
慶
安
本
と
同
じ
字
母
を
用
い

る
傾
向
が
低
い
。

　

こ
う
し
た
傾
向
は
「
た
」
の
字
母
の
比
較
結
果
〈
表
8
〉
に
お
い
て
も
確
認
で
き

る
。

〈
表
６
〉�『
絵
入
源
氏
』
三
本
の
「
わ
」
字
母
の
比
較

慶
安
万
治
小
本
実
数

％

慶
安

万
治

小
本

実
数

％

パターン

和

和

和

24

45

パターン

和

王

王

4

8

和

和

王

19

36

和

王

和

2

4

王

和

王

4

8

〈
表
７
〉『
絵
入
源
氏
』
三
本
の
「
る
」
字
母
の
比
較

慶
安
万
治
小
本
実
数

％

慶
安

万
治

小
本

実
数

％

パターン

留

留

留

211

86

パターン

累

留

留

4

2

留

留

流

16

7

留

留

累

1

0

累

留

流

7

3

累

流

留

1

0

留

流

留

5

2

〈
表
８
〉『
絵
入
源
氏
』
三
本
の
「
た
」
字
母
の
比
較

慶
安
万
治
小
本
実
数

％

慶
安

万
治

小
本

実
数

％

パターン

多

多

多

225

77

パターン

当

多

多

2

1

多

多

堂

21

7

多

多

太

2

1

太

多

多

15

5

多

太

堂

2

1

太

多

堂

7

2

太

太

堂

1

0

太

多

太

4

1

太

当

多

1

0

太

太

多

3

1

当

当

堂

1

0

多

太

多

3

1

太

太

太

1

0

多

当

多

3

1
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「
た
」
は
、
三
本
と
も
「
多
」
が
二
二
五
例
、「
太
」
が
一
例
で
、
三
本
一
致
は
計

二
二
六
例
で
あ
る
。
こ
れ
以
外
の
例
か
ら
、
慶
安
本
と
万
治
本
が
一
致
し
、
小
本
が

異
な
る
例
は
、
二
五
例
。
慶
安
本
と
小
本
が
一
致
し
、
万
治
本
が
異
な
る
例
は
一
七

例
。
慶
安
本
と
万
治
本
が
同
じ
字
母
を
用
い
る
傾
向
が
高
く
、
小
本
が
慶
安
本
と
同

じ
字
母
を
用
い
る
傾
向
は
低
い
と
言
え
る
。

　

た
だ
し
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
傾
向
で
、
す
べ
て
の
ひ
ら
が
な
に
適
合
で
き
る
わ
け

で
は
な
い
。
例
え
ば
「
に
」
の
字
母
の
比
較
結
果
〈
表
9
〉
で
は
、
そ
れ
ま
で
の
結

果
と
は
い
さ
さ
か
異
な
っ
て
い
る
。

〈
表
９
〉『
絵
入
源
氏
』
三
本
の
「
に
」
字
母
の
比
較

慶
安
万
治
小
本
実
数

％

慶
安

万
治

小
本

実
数

％

パターン

爾

爾

爾

175

46

パターン

爾

耳

仁

3

1

爾

爾

仁

62

16

耳

爾

爾

2

1

爾

仁

爾

62

16

仁

丹

爾

1

0

爾

仁

仁

47

12

耳

仁

仁

1

0

爾

丹

丹

8

2

耳

爾

仁

1

0

仁

爾

爾

6

2

仁

仁

爾

1

0

仁

爾

仁

3

1

耳

仁

爾

1

0

仁

仁

仁

3

1

爾

丹

仁

1

0

「
に
」
は
、
三
本
と
も
一
致
す
る
例
は
一
七
八
例
で
あ
る
。
こ
れ
以
外
の
例
で
、
慶

安
本
と
万
治
本
が
一
致
し
、
小
本
が
異
な
る
例
は
六
三
例
あ
る
。
慶
安
本
と
小
本
が

一
致
し
、
万
治
本
が
異
な
る
例
は
六
五
例
あ
る
。「
に
」
に
関
し
て
は
、
慶
安
本
と

万
治
本
が
一
致
し
小
本
が
異
な
る
例
も
、
慶
安
本
と
小
本
が
一
致
し
万
治
本
が
異
な

る
例
も
、
と
も
に
ほ
ぼ
同
じ
用
例
数
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
万
治
本
は
慶
安
本
と

同
じ
字
母
を
用
い
、
小
本
は
慶
安
本
と
同
じ
字
母
を
用
い
な
い
、
と
は
、
す
べ
て
の

文
字
に
対
し
て
は
言
え
ず
、
あ
く
ま
で
「
傾
向
」
と
い
う
言
葉
で
表
現
さ
れ
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
万
治
本
は
慶
安
本
と
同
じ
字
母
を
用
い
る
傾
向
が
高
く
、
小
本
は
慶

安
本
と
同
じ
字
母
を
用
い
る
傾
向
が
低
い
、
と
言
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ

る
。

　

こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、
万
治
本
と
小
本
は
、
と
も
に
慶
安
本
を
手
本
に
し
て
い
る

わ
け
だ
が
、
そ
の
手
本
の
仕
方
が
、
万
治
本
と
小
本
で
は
微
妙
に
異
な
っ
て
い
る
と

考
え
ざ
る
を
え
な
い
。
万
治
本
は
、
慶
安
本
を
写
す
さ
い
に
、
そ
の
字
母
を
変
え
る

こ
と
は
あ
ま
り
し
な
い
。
そ
れ
だ
け
慶
安
本
を
忠
実
に
写
そ
う
と
し
て
す
る
意
識
が

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
小
本
は
、
慶
安
本
を
写
す
さ
い
に
、
そ
の
字
母
を

変
え
る
こ
と
が
多
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
小
本
は
慶
安
本
に
心
理
的
な
距
離
を
置
い

て
お
り
、
批
判
的
に
写
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　

お
わ
り
に

　

以
上
、「
桐
壺
」
巻
の
み
だ
が
、『
絵
入
源
氏
』
三
種
類
の
本
文
の
字
母
を
概
観
し

き
た
。
ま
だ
ま
だ
考
察
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
ひ
と
ま
ず
の
ま
と
め
を
し
た

い
。『
絵
入
源
氏
』
の
字
母
は
、
写
本
の
字
母
と
比
較
す
る
と
、
写
本
は
多
様
な
字

母
を
用
い
、
一
字
多
字
母
の
傾
向
が
高
い
が
、『
絵
入
源
氏
』
の
三
種
類
の
本
文
は
、

ど
れ
も
が
一
字
一
字
母
の
傾
向
が
高
く
、
字
母
を
比
較
的
抑
制
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
多
く
の
字
母
を
用
い
る
こ
と
は
、
読
者
に
そ
れ
な
り
の
知
識
を
要
求
す
る
こ

と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
多
く
の
読
者
を
対
象
と
す
る
、
大
量
出
版
の
整
版
本
で
は
、

多
く
の
字
母
を
用
い
る
こ
と
は
敬
遠
さ
れ
、
字
母
を
抑
制
す
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
。

　

ま
た
、『
絵
入
源
氏
』
三
種
類
の
使
用
字
母
を
み
る
と
、
慶
安
本
の
使
用
字
母
と
、

万
治
本
、
小
本
の
使
用
字
母
は
ほ
ぼ
同
じ
で
、
慶
安
本
を
手
本
に
し
て
、
万
治
本
、
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小
本
が
生
ま
れ
た
こ
と
は
間
違
い
が
な
い
。
た
だ
、
使
用
字
母
を
見
る
限
り
、
万
治

本
と
小
本
、
そ
れ
ぞ
れ
の
本
は
、
手
本
と
し
た
慶
安
本
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
相
違
点
が

あ
る
。
万
治
本
は
慶
安
本
の
字
母
の
使
い
方
が
似
て
、
慶
安
本
を
そ
の
ま
ま
写
そ
う

と
す
る
意
識
が
あ
る
。
小
本
は
慶
安
本
の
字
母
を
改
め
る
事
が
多
く
、
慶
安
本
に
対

す
る
懸
隔
を
感
じ
さ
せ
る
。
万
治
本
と
小
本
の
、
慶
安
本
へ
の
対
し
方
の
違
い
は
、

特
定
の
ひ
ら
が
な
を
対
象
に
し
た
、
同
文
で
の
字
母
の
比
較
で
も
、
同
じ
傾
向
が
確

認
で
き
た
。
す
べ
て
の
字
に
お
い
て
適
応
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
万
治
本
は
慶

安
本
の
字
母
を
変
更
す
る
こ
と
は
あ
ま
り
し
な
い
傾
向
が
あ
り
、
小
本
は
慶
安
本
の

字
母
を
変
更
を
頻
繁
に
す
る
傾
向
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
万
治
本
は
慶
安
本
の
字
母

を
そ
の
ま
ま
用
い
る
傾
向
が
あ
り
、
小
本
は
慶
安
本
の
字
母
を
改
め
る
傾
向
が
あ
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
と
こ
と
か
ら
、
万
治
本
は
慶
安
本
を
忠
実
に
写
す
意
識
が

あ
り
、
小
本
は
慶
安
本
に
批
判
的
で
、
改
め
る
べ
き
と
こ
ろ
は
改
め
る
と
い
う
意
識

が
あ
っ
た
こ
と
が
推
定
で
き
た
。

　

字
母
の
使
い
分
け
は
、
古
く
『
悦
目
抄
』
に
そ
の
基
準
が
示
さ
れ
て
お
り

11

  

、
同

様
の
基
準
は
、
江
戸
時
代
の
『
男
重
宝
記
』
に
も
示
さ
れ
て
い
る

11

  

。
ひ
ら
が
な
を

使
う
に
も
、
そ
の
字
母
に
心
を
配
る
こ
と
が
当
た
り
前
の
文
化
が
あ
っ
た
。
と
こ
ろ

が
、
我
々
は
一
字
一
字
母
の
文
化
に
浸
り
き
っ
て
い
る
た
め
、
か
よ
う
な
一
字
多
字

母
の
文
化
の
文
字
生
活
を
想
像
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
一
字
一
字
母
の
教
育
は
識
字

率
を
高
め
、
日
本
語
の
近
代
化
の
た
め
に
避
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
こ
と
だ
っ
た
と

は
い
え
、
し
か
し
そ
れ
に
よ
っ
て
失
っ
た
尊
い
感
覚
は
、
確
実
に
あ
る
。
そ
う
し
た

感
覚
を
無
視
し
て
、
作
者
自
筆
の
本
で
も
な
い
活
字
テ
キ
ス
ト
を
根
拠
に
、
や
れ
作

者
の
心
情
が
云
々
と
、
し
た
り
顔
で
述
べ
る
こ
と
が
ど
れ
だ
け
有
益
な
の
か
疑
問
で

あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
こ
で
私
が
言
い
た
い
こ
と
は
、
作
者
自
筆
本
が
な
け
れ
ば
研

究
を
認
め
な
い
だ
と
か
、
写
本
の
研
究
を
し
な
い
（
で
き
な
い
）
人
間
は
研
究
を
や

る
資
格
が
な
い
だ
と
か
、
活
字
本
で
の
研
究
は
研
究
と
し
て
認
め
な
い
と
い
っ
た
類

の
、
排
他
的
で
偏
狭
な
こ
と
で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
一
字
多
字
母
の
理
論
に
よ
っ
て

生
み
出
さ
れ
た
は
ず
の
テ
キ
ス
ト
を
、
一
字
一
字
母
の
理
論
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
活

字
テ
キ
ス
ト
の
み
で
精
確
に
理
解
し
う
る
の
か
、
疑
問
な
し
と
は
し
な
い
、
と
い
う

だ
け
で
あ
る
。
口
承
で
伝
え
ら
れ
て
い
た
文
化
、
紙
に
書
き
つ
け
ら
れ
る
文
化
、
印

刷
出
版
文
化
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
で
は
、
物
語
に
対
す
る
意
識
は
変
容
し
て
い
た
と

い
う

11

  

。
一
字
多
字
母
の
文
化
か
ら
、
一
字
一
字
母
の
文
化
へ
の
切
り
替
え
も
、
大

き
な
意
識
変
革
を
も
た
ら
し
た
は
ず
で
あ
る
。
同
じ
一
文
字
で
あ
っ
て
も
、
多
字
母

文
化
に
お
け
る
一
文
字
に
は
、
多
様
で
豊
か
な
、
さ
ま
ざ
ま
の
想
い
が
こ
め
ら
れ
て

い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
一
文
字
の
重
さ
を
、
我
々
は
理
解
す
る
努
力
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1�　

本
稿
で
用
い
た
慶
安
本
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
本
〔
サ4/26/1

〕
を
基
軸
に
し
、

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
本
〔E16/54-1/

黒
川
本
〕、
早
稲
田
大
学
本
〔
文
庫30_

a0007

〕
を
補
助
と
し
て
用
い
た
。
万
治
本
は
、
早
稲
田
大
学
本
〔
文
庫30_a0153

〕
を
基

軸
に
し
、
国
文
学
研
究
資
料
館
本
〔
サ4/1/1

〕、
大
阪
女
子
大
学
旧
蔵
本
〔913.36/M

2-
22/1

〕、
福
井
市
立
図
書
館
松
平
文
庫
〔
文3/3-5/1

〕
を
補
助
と
し
て
用
い
た
。
小
本
は
、

複
製
の
『
源
氏
物
語
』（
日
本
文
化
資
料
セ
ン
タ
ー　

一
九
八
四
年
）
を
基
軸
に
し
、
早
稲

田
大
学
本
の
二
セ
ッ
ト
（〔
ヘ12_02185

〕〔
文
庫30_a0152

〕）、
国
文
学
研
究
資
料
館
本

〔
サ4/33/1

〕
を
補
助
と
し
て
用
い
た
。
な
お
、
図
版
に
用
い
た
本
文
は
、
人
間
文
化
研
究

機
構　

国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
本
（
慶
安
本
〔
サ4/26/1

〕、
万
治
本
〔
サ4/1/1

〕、
小

本
〔
サ4/33/1

〕）
で
あ
る
。

2�　

な
お
、
総
文
字
数
で
は
、「
ゝ
」「
ゞ
」「
々
」「

く
」「

ぐ
」
の
踊
り
字
は
カ
ウ
ン
ト

し
て
い
な
い
。
句
読
点
・
合
点
も
カ
ウ
ン
ト
し
て
い
な
い
。
ま
た
異
文
注
記
、
傍
記
、
ふ

り
が
な
、
ふ
り
が
な
付
き
漢
字
に
付
さ
れ
て
い
る
踊
り
字
も
、
カ
ウ
ン
ト
し
て
い
な
い
。

本
行
本
文
の
み
を
カ
ウ
ン
ト
し
た
。
ち
な
み
に
、
慶
安
本
の
「
ゝ
」
は
一
二
二
字
、「
ゞ
」

は
四
三
字
、「
々
」
は
一
五
字
、「

く
」
は
二
九
字
、「

ぐ
」
は
二
〇
字
、
合
計
二
二
九

字
。
万
治
本
の
「
ゝ
」
は
一
〇
五
字
、「
ゞ
」
は
四
二
字
、「
々
」
は
一
二
字
、「

く
」
は
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三
一
字
、「

ぐ
」
は
二
〇
字
、
合
計
二
一
〇
字
。
小
本
の
「
ゝ
」
は
一
一
八
字
、「
ゞ
」

は
四
五
字
、「
々
」
は
一
二
字
、「

く
」
は
三
二
字
、「

ぐ
」
は
一
九
字
、
合
計
二
二
六

字
。

3�　

分
析
の
対
象
と
し
た
ひ
ら
が
な
は
、
本
行
本
文
の
み
に
限
定
し
、
傍
記
・
ふ
り
が
な
な

ど
は
分
析
の
対
象
と
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
ひ
ら
が
な
の
字
母
の
分
類
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

ひ
ら
が
な
を
構
成
す
る
字
母
の
漢
字
を
優
先
し
、
そ
の
く
ず
し
か
た
な
ど
は
考
察
の
対
象

と
し
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、
同
じ
字
母
の
漢
字
で
あ
っ
て
も
、
字
母
の
漢
字
の
形
を
そ

の
ま
ま
保
っ
た
も
の
と
、
漢
字
の
形
を
保
た
ず
、
く
ず
れ
し
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、

同
じ
字
母
の
ひ
ら
が
な
と
し
て
認
定
し
て
い
る
。
く
ず
し
方
な
ど
は
見
る
人
間
に
よ
っ
て

印
象
が
変
わ
り
、
明
瞭
で
精
確
な
分
類
が
で
き
な
い
た
め
、
今
回
の
調
査
で
は
、
あ
く
ま

で
字
母
の
漢
字
に
よ
っ
て
分
類
す
る
手
法
（
字
源
主
義
）
を
用
い
た
。
ま
た
、
漢
字
か
仮

名
か
明
確
に
で
き
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
漢
字
と
仮
名
の
使
用
状
況
と
文
脈
を
分
析
し

た
上
で
、
明
ら
か
に
表
意
文
字
と
し
て
成
立
す
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
は
漢
字
と
し
て
分

類
し
た
。

4�　

築
島
裕
「
文
字
」（『
平
安
時
代
語
新
論
』
東
京
大
学
出
版
会　

一
九
六
九
年
）、
今
野
真

二
『
仮
名
表
記
論
攷
』（
清
文
堂
出
版　

二
〇
〇
一
年
）、
矢
田
勉
『
国
語
文
字
・
表
記
史

の
研
究
』（
汲
古
書
院　

二
〇
一
二
年
）
な
ど
。

5�　

伊
藤
鉄
也
「
源
氏
物
語
字
母
考
―
玉
鬘
十
帖
の
「
け
し
き
」
と
「
け
は
ひ
」
―
」（「
源

氏
物
語
研
究
」
第
四
号　

一
九
九
四
年
一
〇
月
）
は
、「
け
し
き
」「
け
は
ひ
」
の
語
に
限

定
し
、
巻
も
玉
鬘
十
帖
に
限
定
し
て
字
母
を
採
集
・
分
析
し
て
い
る
。

6�　

こ
の
本
の
底
本
と
な
っ
た
三
条
西
家
本
は
、
現
在
は
日
本
大
学
に
蔵
さ
れ
て
い
る
三
条

西
家
本
と
同
一
の
も
の
。
日
本
大
学
の
本
も
『
日
本
大
学
蔵
源
氏
物
語
』（
第
一
巻　

八
木

書
店　

一
九
九
四
年
）
と
し
て
公
刊
さ
れ
て
い
る
。

7�　

な
お
、
専
修
大
学
本
の
場
合
も
、
本
行
本
文
の
み
を
分
析
の
対
象
と
し
、
傍
記
・
ふ
り

が
な
な
ど
は
分
析
の
対
象
外
と
し
た
。

8�　

本
稿
で
の
『
絵
入
源
氏
』
三
本
の
字
母
の
採
取
は
、
本
行
本
文
の
ひ
ら
が
な
を
分
析
の

対
象
と
し
、
傍
記
・
傍
注
・
ふ
り
が
な
の
ひ
ら
が
な
は
分
析
の
対
象
外
と
し
た
。

9�　

副
字
母
は
、
ご
く
少
数
用
い
ら
れ
る
も
の
と
し
て
、
と
り
あ
え
ず
二
桁
の
数
字
に
な
ら

な
い
も
の
（
す
な
わ
ち
、
九
例
ま
で
の
も
の
）
を
選
ん
だ
。

10�　

た
だ
し
、
厳
密
な
百
分
率
の
数
値
を
、
小
数
点
以
下
で
表
示
し
は
じ
め
る
と
際
限
が
な

く
な
る
た
め
、
百
分
率
で
計
算
し
た
結
果
を
、
四
捨
五
入
し
た
数
値
を
示
し
て
い
る
。
し

た
が
っ
て
、
％
を
合
計
す
る
と
、
九
九
や
一
〇
一
に
な
る
場
合
や
、
〇
％
と
い
う
数
値
が

出
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
本
稿
で
示
し
た
数
値
は
、
割
合
を
知
覚
し
や
す
く
す
る
た
め
の

概
算
数
で
あ
る
。

11�　

日
本
歌
学
大
系　

第
四
巻　

風
間
書
房　

一
九
五
六
年　

一
四
七
頁
。

12�　
「
飜
刻　

女
重
宝
記
・
男
重
宝
記
―
江
戸
時
代
に
お
け
る
家
庭
教
育
資
料
の
研
究
―
」

（「
日
本
史
学
教
育
研
究
所
調
査
資
料
」
第
一
二
二
号　

一
九
八
五
年
一
二
月
）。

13�　

ウ
ォ
ル
タ
ー
・
J
・
オ
ン
グ
『
声
の
文
化
と
文
字
の
文
化
』（
藤
原
書
店　

一
九
九
二

年
）。
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